
令和６年度当初予算見積要求額の概要 
 

                                                                    令和６年１月17日 

                                        財 政 課  

１．一般会計見積要求額                        

（１）歳入予算見積額 5,949億円（５ 6,583億円  ・比較 ▲634億円 ▲9.6%） 

 
(単位：億円)

令６ 令５ 増減額

1,793 1,858 ▲ 65 ▲ 3.5 %

669 676 ▲ 7 ▲ 1.0 %

1,340 1,340 0 0.0 %

276 263 13 4.9 %

49 11 38 345.9 %

642 1,194 ▲ 552 ▲ 46.3 %

114 199 ▲ 85 ▲ 42.8 %

財政調整基金・県債管理基金　a 今後検討 134 ▲ 134 - %

518 469 49 10.5 %

行政改革推進債              b 今後検討 40 ▲ 40 - %

548 573 ▲ 25 ▲ 4.3 %

寄附金・繰越金・交通安全交付金 7 5 2 37.8 %

分担金及び負担金 14 19 ▲ 5 ▲ 27.0 %

使用料及び手数料 79 77 2 3.2 %

財産収入 8 13 ▲ 5 ▲ 36.6 %

諸収入 440 459 ▲ 19 ▲ 4.2 %

5,949 6,583 ▲ 634 ▲ 9.6 %

今後検討 174

5,949 6,409 ▲ 460 ▲ 7.2 %

地方譲与税

歳入項目 増減率

県税

地方消費税清算金

地方交付税（臨時財政対策債含む）

財源調整（a+b)

合　　計（財源調整前）

＊  地方交付税（臨時財政対策債含む）については、今後、国から示される情報等に基づき精査を
   行うため、大きく変動する場合があります。

地方特例交付金

国庫支出金

繰入金

県債（臨時財政対策債除く）

その他

合　　計

 

※一般財源総額  3,458億円（５ 3,472億円・比較 ▲14億円 ▲0.4％） 

    （県税、地方譲与税、地方特例交付金、地方交付税および臨時財政対策債） 
  
 
 

（２）歳出予算見積要求額  6,147億円（５ 6,583億円・比較 ▲436億円 ▲6.6％） 

(単位：億円)

令６ 令５ 増減額

1,740 1,664 76 4.6 %

690 687 3 0.5 %

743 777 ▲ 34 ▲ 4.4 %

898 804 94 11.6 %

2,076 2,651 ▲ 575 ▲ 21.6 %

6,147 6,583 ▲ 436 ▲ 6.6 %

通常分 6,147 5,935 212 3.6 %

コロナ関連分 0 648 ▲ 648 皆減

歳出項目 増減率

人件費

扶助費

公債費

投資的経費

その他

合　　計

  

 

  ※歳入・歳出収支差額  198億円  

今後、予算編成過程において、歳出精査を行うとともに、財政調整基金の取り崩しや県債の発行

などにより、収支均衡を図ります。 
 
 
 
 
 

令５は当初予算額（以下同様） 



 

【見積要求額の組織別内訳   別表 １のとおり】 

 

２．特別会計（10会計）見積要求額 2,354億円（５ 2,463億円・比較 ▲109億円 ▲4.4％） 
 
 

【見積要求額の会計別内訳   別表 ２のとおり】 
 
 
 

３．企業会計（５会計）見積要求額 

 （１）収益的支出見積要求額    1,226億円（５  1,237億円・比較 ▲11億円  ▲0.9％） 

 （２）資本的支出見積要求額       291億円（５       264億円・比較 ＋27億円 ＋10.1％） 

 

 【見積要求額の会計別内訳   別表 ３のとおり】  

 

 


